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　8月27日、納内地区を皮切りに、当JA管内各地で令和3年産米の収穫作業が始
まっている。　

➡記事の詳細は3ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！
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各地区で
初出荷
各地区で
初出荷

深川支所（一已地区）　9月2日

幌加内支所　9月6日

北竜支所　9月10日

深川支所（納内地区）　8月31日

深川支所（多度志地区）　9月6日

雨竜支所　9月10日

深川支所（メム地区）　9月3日

令和3年産米令和3年産米

【多度志南】（農）ユナイテッド（右から2人目）
【多度志南】（株）ピースファーミング（中央）
【多度志北】（株）ファームスズキ（左から2人目）

【多度志南】（農）ユナイテッド（右から2人目）
【多度志南】（株）ピースファーミング（中央）
【多度志北】（株）ファームスズキ（左から2人目）

【納内】　谷岡　勤さん（右から2人目）【納内】　谷岡　勤さん（右から2人目）

【一已第１】　本瀬　修二さん（左から2人目）【一已第１】　本瀬　修二さん（左から2人目）

（もち米）
【幌里】 古林　茂さん（中央）
【幌里】 横窪　敏明さん（右から2人目）

（もち米）
【幌里】 古林　茂さん（中央）
【幌里】 横窪　敏明さん（右から2人目）

（うるち米）
【古作】渡邊　靖範さん（右から2人目）
【板谷】石井　隆さん（中央右）
（もち米）
【西川】藤井　啓二さん（中央左）

（うるち米）
【古作】渡邊　靖範さん（右から2人目）
【板谷】石井　隆さん（中央右）
（もち米）
【西川】藤井　啓二さん（中央左）

【巴】　志土地　泰次さん（中央）【巴】　志土地　泰次さん（中央）

雨竜支所　9月10日

幌加内支所　9月10日

（うるち米）
【幌中】畠山　尚久さん（中央）
（うるち米）
【幌中】畠山　尚久さん（中央）

深川支所（音江地区）　9月1日

【音江西】　西森　省吾さん（中央）【音江西】　西森　省吾さん（中央）

【本牧】須見 浩行さん（左から2人目）
【北友】志部谷 悟さん（中央右）
　　　　櫻田 良治さん（右から2人目）

【本牧】須見 浩行さん（左から2人目）
【北友】志部谷 悟さん（中央右）
　　　　櫻田 良治さん（右から2人目）

※同日、【西川】（株）藤井ファームも初出荷が行われました。※同日、【西川】（株）藤井ファームも初出荷が行われました。
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　8月19日、水稲直播研究会（五十嵐幸男会長、会員37戸）が現地研修会を実施し、会員14名が参加した。

　同研修会は、毎年この時期に開催しており、各地区の生育状況の確認、それぞれが行っている対策等に

ついて活発な意見交換を行なった。　　

　この日は、今年度直播播種作業を行なった一已・音江・納内・雨竜・北竜地区の圃場の視察に加え、ス

マート農業研究会と連携して行っているドローンによる播種試験圃場についても視察した。

【米穀課　松田】

　8月27日から、深川支所納内地区を皮切りに、JA管内各地で令和3年産米の収穫作業が始まった。

納内地区の谷岡勤さん（表紙写真）が管内のトップを切って作業を始め、初日は「ゆめぴりか」を1ha

ほど刈り取った。谷岡さんは、農薬や化学肥料を軽減して

生産するYES!clean栽培に取り組み、「ゆめぴりか」「きら

ら397」を合わせて約8 haに作付けしている。31日には

刈り取った「ゆめぴりか」6.5㌧をJA納内検査場へ持ち込

んだ。

　谷岡さんは、「今年は春先の天候も良く田植え作業も例年

より早く進めることができた。7月以降は気温が高い日が続

き水管理には苦労したが、昨年より10日早く刈り取りを始

めることができた。昨年に続きコロナの影響で外食産業が

落ち込み米価の下落が心配になるが、例年通り作業を頑張

りたい」と笑顔で話す。

　今年のJA管内の水稲作付面積は9,604 haとなっている。

米穀課職員は今年の生育について、「5月の田植え以降は好

天で推移し、特に7月以降は記録的な猛暑となったことで、

生育は近年になく前進した。出来秋の収量・品質に期待し

たい」と話す。各地区では9月10日前後から稲刈り作業が

本格的に始まっており、10月中旬まで続く。

雨竜支所　合同会社 幸和

北竜支所　藤井 啓二さん

水稲直播研究会　現地研修会を実施
水稲直播研究会　現地研修会を実施
水稲直播研究会　現地研修会を実施水稲直播研究会　現地研修会を実施

令和３年産米の収穫作業
管内各地区でスタート

令和３年産米の収穫作業
管内各地区でスタート

販売部販売部販売部販売部
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　９月２日、JAきたそらち管内の水稲生産者にご協力いただ

き、アークスグループで販売されているPB（プライベートブ

ランド）商品「JAきたそらちななつぼし」及び「JAきたそ

らち深川特別栽培米ななつぼし」の販促資材用の、スチール写

真撮影と動画撮影が、稲刈りを目前に控えた生産者の圃場にて

行われた。写真・動画撮影は (株 )電通北海道により1日かけ

て行われ、初めはカメラに慣れていない様子であった生産者も

時間が経つにつれ、徐々にスタッフの指示通りに演じることが

できていた。撮影にご協力頂いた北竜町の松永尊さんは「動画

撮影等、貴重な経験をさせて頂きました。今年の米は出来が良

いので、早く消費者へお米をお届けしたい」と話された。

　撮影された写真は、今後販促に使われるリーフレットや米袋

に張り付けするシールに使われるとともに、動画は主に道央圏

のスーパーアークスの米売り場に設置される小型モニターで流

される。

【米穀課　高木】

　8月24日、ＪＡ北いぶきにて令和3年度北育ち元気塾の第4回研修会が開催され、元

気塾生14名が出席した。

　ＪＡ北いぶき秩父別支所農機車輌課の砂川純課長による「コンバインの仕組み」について講義を受け、

コンバインのメンテナンス方法や点検の頻度などを学んだ。

　その後、雨竜町へ移動し北海道農業士　大熊義和氏より「経営事例の紹介『我が家の経営』」につい

て講話をいただいた。大熊氏は法人を設立し、稲作・畑作・肉牛と多種多様に展開し、耕種部門・畜産

部門と役割分担をして家族や従業員と経営を行っている。塾生は「自分の経営体制を改める参考になっ

た」や「従業員を雇用する時の考え方を聞くことができて良かった」などと感想を述べた。

【営農企画課　石野】

北育ち元気塾第４回研修会　開催
令和３年度

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

販売部販売部販売部販売部
美味しいお米を消費者へ

販促資材用写真・動画撮影
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　先月号にて掲載された、ＪＡきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」1期生に続き８月１２日、２期生の第３

講が開催され、受講生１０名が参加した。

　第３講の内容は、「日帰り研修～ＪＡきたそらちツアー」と題し、深川市、雨竜町、北竜町、幌加内町の１市３

町の当ＪＡ施設見学等を行った。

　１期生同様、幌加内町では、農産物処理加工施設「そばの実工房」、そば乾燥調製施設「そば日本一の牙城」、

農産物低温貯蔵施設「雪乃御殿」の施設見学を行った。そばの実工房では、機械の見学や実際に玄そばの殻を剥

いたそばのむき実を見せていただいた。質問の中には「一日でどのくらいの量がむき実になりますか」、「剥き終

わったそば殻はその後どうなりますか」など多くの質問が上がった。続いて雪乃御殿では、貯雪庫内のたくさんの

雪が今年の暑い夏でも溶けないで残っていることに驚いていた。夏の冷房として使っていたが秋は涼しくなるため

雪を自然に溶かすことを聞いた受講生からは「そのまま溶かすのでは

なくイベント等で雪を活用できないか」などの声があった。

　深川市では、深川マイナリーと精米施設の見学を行った。深川マイ

ナリーでは、深川産米を籾のまま集荷、乾燥、貯蔵し、籾摺りをして

出荷する施設であり普段見ることのできない設備や機械を見学し、そ

の後多目的低温倉庫では籾摺りをした米の保管や深川市の防災備蓄

品の保管について学んだ。精米施設では、最新技術精米工程等の説

明と、製品になるまでの流れを見ることができ「整った設備で精米さ

れ美味しく安心安全に米が食べられることがうれしい」と真剣に聞い

ていた。

　施設見学の他、雨竜の青年部員と小学生が手作業で植えた「田ん

ぼアート」や北竜町の満開のひまわり畑を観光しながら、地元の特

産品や果物、野菜など沢山購入し地産地消に貢献した研修を楽しんだ。

【営農企画課　佐藤】

　９月8日、深川市立一已中学校3年生の総合的な学習の時間として

生徒59名が参加し、枝豆の収穫体験が行われた。

　この日は、販売部工藤隆俊考査役による指導のもと、鎌を使い大

きく育った株を刈取り、枝から莢を収穫した。

　今年6月に同校の生徒が播種したユキホマレは一人当たりおよそ

30株あり、播種後は生徒及び当JA職員が除草作業等を行い育てた。

今年は記録的な高温と少雨により一時は収穫を心配していたが、沢山

の莢が稔った。

　参加した生徒たちは一心不乱に収穫し、中には時間内に収穫が終

わらない生徒も見られたが、クラスメイトや職員が手伝い作業を無事

に終わらせた。作業中の生徒からは「早く食べてみたい」、「想像して

いたより枝豆の量が多くて大変」、「お母さんビックリするだろうな」

など声が聞こえた。

　作業終了後には、職員から枝豆の調理方法等を聞き、ビニール袋いっぱいに収穫した枝豆を各自持ち帰った。

ＪＡきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」2期生ＪＡきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」2期生

日帰り研修 ～JAきたそらちツアー～日帰り研修 ～JAきたそらちツアー～日帰り研修 ～JAきたそらちツアー～日帰り研修 ～JAきたそらちツアー～
（ⓒよい食P）
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振興部
農業
振興部
農業
振興部

一已中学校　枝豆収穫体験一已中学校　枝豆収穫体験

さや

さや
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農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

　8月21日、深川市新規就農等受入協議会の第1回全体会議及び視察交流会が開催され、同協議会の会員

や(株)深川未来ファームの役職員・研修生、深川市農政課・当JA職員など合わせて25名が参加した。

　同協議会は、新規就農希望者及び農業研修や農業体験の希望者を受け入れる農家等の連絡調整及び受入に

必要な統一事項の決定など、研修生が効果的に営農技術等を習得できる環境を作り、新規就農等支援及び農

業の担い手の確保・育成に寄与することを目的として、今年5月に設立された。

　第１回全体会議では、同協議会長の佐々木伸介氏が「研修生の想いや考えを聞き、自身の経験を研修生へ

と伝えたい。研修生が就農に向けて着実に前に進むことを応援したい」と開会にあたって挨拶した。

　視察交流会では、(株)深川未来ファームのトマトと胡瓜の施設等を視察し、同社が手掛ける事業や、作物

の生産状況について同社員より説明を受けた。

　その後、当JA営農センター会議室にて、同協議会員である受入農家と同社の研修生が２班に分かれて交

流会を行った。同協議会では、同研修生と交流するのは初めての試みとなった。交流する中で、同研修生か

らは「地域のことで知らないことが多い」、「相談できるような人とのつながりが欲しい」など自身が抱えて

いる不安が上げられ、それに対して同協議会員は「農業に触れて、人と触れてまずは知っていくことが大切」、

「自分から積極的に前に出て、自分の場所を見つけることが大事」など自身の営農や就農経験等を振り返り、

同市で新規就農を目指す研修生へ激励の言葉を送った。

　8月23日、雨竜支所年金友の会（吉見正弘会長）

の第16回パークゴルフ大会が雨竜町パークゴル

フ場にて開催され、会員１７名が参加した。

　当日は晴天に恵まれとどまつコース・ダリアコ

ースの計36ホールを回り、参加した会員は腕を

競い合い、プレーを楽しみつつ親睦を深めた。

【金融共済雨竜支所　青山】

パークゴルフ大会雨竜支所 年金友の会

優　勝

準優勝

男　性

松葉　　清

梶田　一夫

女　性

田湯美佐子

平松　信子

金融
共済部
金融
共済部
金融
共済部
金融
共済部

深川市新規就農等受入協議会
　　　　　　第１回全体会議・視察交流会　開催
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新 風新 風
農家後継者氏
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積
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父
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小
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見
て
い
て
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将
来
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継
承
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
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高
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に
は
継
承
せ
ず
に
、
社
会
勉
強

と
し
て
、
ま
た
農
業
に
必
要
な
機
械
の
知
識
を
得
る
た

め
、
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
に
２
年
間
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
父
と
兄
が
農
作
業
を
し
て
い
る
姿
を
見
て

日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。
農
業
経
験
は
浅
く
、
覚
え
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こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら

毎
日
過
ご
し
て
い
ま
す
。
立
派
な
農
業
者
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新規就農者☆
目
指
す
農
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今
年
３
月
に
北
竜
町
へ
移
住
し
、
黄
小
玉
の
「
ひ
ま

わ
り
す
い
か
」
の
研
修
に
入
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
今
年
の
集
荷
が
無
事
に
終
わ
り
、
作
業
の
意

味
を
理
解
し
な
が
ら
経
験
す
る
こ
と
の
全
て
を
大
切

に
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
は
、
ス
イ
カ
農
家
と
し
て
独
立
す
る
予

定
で
す
が
、
先
人
の
皆
様
が
築
い
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
を

損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
確
か
な
技
術
を
習
得
す

る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集をしております。新規

就農希望者を受入れていただける生産者を募集しておりますので、人材確保に不安をお抱えの方はお気

軽にご相談ください。

　また、新たに従業員を確保される予定がある方へ、活用可能な事業をご紹介しますので、合わせてお

問い合わせください。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html
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名

年
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出 
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地

趣

　
　味

就
農
・
研
修
先

佐
藤
　
孝
介
　
さ
ん

44
歳

八
雲
町

映
画
鑑
賞

　北
竜
支
所
　
板
谷
営
農
組
合

渡
辺 

俊
成
　
さ
ん

さ
と
う

こ
う
す
け
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内
省
の
機
会
を
積
極
的
に
持
と
う

　
去
る
８
月
25
日
、
私
に
と
っ
て
は
２
度
目
に
な
る

「
自
分
塾｣

と
い
う
こ
と
で
、
若
手
の
一
般
職
員
12
名

を
対
象
に
講
義
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
受
講
す
る

彼
ら
は
入
組
を
し
、
ま
だ
10
年
に
満
た
な
い
と
は
い

え
、
各
人
が
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
を
支
え

る
貴
重
な
人
達
で
す
。
私
が
初
め
て
彼
ら
に
講
義
を

し
た
の
が
４
月
で
、
そ
れ
か
ら
４
ヶ
月
が
経
過
。
こ

の
間
に
先
輩
職
員
に
あ
た
る
サ
ム
ラ
イ
塾
１
期
生

の
、
２
年
間
の
成
果
物
と
な
る
”食
農
教
育
を
子
供

達
に“
と
い
う
大
切
な
役
割
を
経
て
の
こ
の
度
の
研

修
で
す
。
私
が
研
修
に
お
い
て
と
て
も
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
の
一
つ
に「
振
り
返
り｣
が
あ
り
ま
す
。「
内

省｣

と
言
葉
を
変
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
日
常
的
な
業
務
に
お
い
て
も
そ
う
で
す
が

「
や
り
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い｣

と
い
う
の
が
と
て
も
大

切
で
あ
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
冒
頭
、こ
ん
な
作
業
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は「
食
農
教
育
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
何
を
感
じ
、

何
を
学
ん
だ
か｣

で
す
。
そ
う
す
る
と
「
よ
い
体
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た｣

と
い
う
声
が
圧
倒
的
で
、
中

に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
す
人
も
お
り
ま
し
た
。

「『
段
取
り
八
分
』
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
事
業
に
携

わ
る
こ
と
で
改
め
て
そ
の
重
要
性
を
実
感
し
た｣

と

か
、「
子
供
達
に
ど
う
理
解
し
て
も
ら
う
か
、
そ
れ

に
苦
労
を
し
、
他
者
に
物
事
を
伝
え
る
大
変
さ
を

知
っ
た｣

な
ど
で
す
。更
に
そ
の
作
業
に
繋
い
で
行
っ

た
や
り
と
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
食
農
教
育

を
企
画
し
、
そ
れ
を
指
導
す
る
役
割
に
あ
っ
た
「
サ

ム
ラ
イ
塾
生
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て｣

で
す
。
す
る

と
「
親
切
に
教
え
て
も
ら
い
、
と
て
も
頼
り
に
な
っ

た｣

や
、
あ
る
い
は
「
も
う
少
し
対
象
に
な
る
組
合

員
さ
ん
と
の
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を｣

な
ど
で
す
。

中
に
は
「
食
農
教
育
を
何
の
た
め
に
行
う
の
か
？
そ

れ
を
も
っ
と
明
確
に
伝
え
て
欲
し
か
っ
た｣

と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た｡

で
も
こ
れ
は
企
画
し
指
導
す

る
側
の
サ
ム
ラ
イ
諸
君
に
も
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
受
け
る
側
、
即
ち
、
自
分
塾
の

諸
君
も
そ
う
し
た
疑
問
等
が
あ
れ
ば
、「
質
問
や
確

認
等
が
出
来
た
の
で
は
？｣

と
第
三
者
と
し
て
感
じ

た
も
の
で
し
た
。
な
お
、
こ
う
し
た
一
連
の
や
り
と

り
を
通
じ
て
「
子
供
達
に
肌
で
農
業
に
接
し
て
も
ら

い
、
将
来
の
夢
を
育
む
農
業
に
繋
げ
て
も
ら
う｣…

そ
ん
な
本
来
の
目
的
に
近
づ
き
、
そ
の
裏
側
で
「
子

供
達
に
教
え
て
き
た
職
員
各
人
に
と
っ
て
も
間
違
い

な
く
、
滅
多
に
な
い
と
て
も
よ
い
機
会
に
な
っ
た｣

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
教
育
と
は
共
育
で
あ

る｣…
改
め
て
そ
の
言
葉
が
持
つ
意
味
を
再
認
識
し

た
次
第
で
す
。
今
回
の
経
験
が
彼
ら
の
今
後
に
役
立

つ
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。「
成
功
も
失
敗
も

彼(

女)

達
の
成
長
の
為
に
あ
る｣…

こ
の
貴
重
な
体

験
が
そ
う
し
た
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
日
は
私
の
講
義
の
後
に
、
佐
藤
一

久
農
業
振
興
部
長
が
「
仕
事
力
を
高
め
る
新
聞
活
用

術
」
と
い
う
こ
と
で
話
さ
れ
、
私
も
聴
講
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
彼
は
現
在
の
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
が

「
ヒ
ト
」
へ
の
か
じ
を
切
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
一

人
で
も
あ
り
、
そ
の
熱
い
思
い
を
ス
タ
ー
ト
の
ひ
と

言
で
感
じ
ま
し
た
。「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
『
農

協
人
』
を
育
て
る
の
が
自
分
塾
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
。

ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が
自
分
塾
の
、
そ
し
て
こ
の
度
の

食
農
教
育
の
「
何
故
に
？
」
に
当
た
る
意
味
合
い
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
サ

ム
ラ
イ
塾
」、
昨
年
か
ら
の
「
自
分
塾
」、
あ
る
い
は

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
な
で
し
こ
塾
」
と
、

年
々
、
内
容
が
豊
富
と
な
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

で
き
ま
し
た
が
、
研
修
を
体
系
化
す
る
に
あ
た
り
重

要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
各
々
を
「
ぶ
つ
切
り
に
し
な

い
こ
と
」
で
す
。
ど
う
繋
が
り
を
持
た
せ
、
究
極
的

な
狙
い
を
実
現
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
今
回
の
食
農
教
育
は
一
つ
の
モ

デ
ル
に
な
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
貴
Ｊ

Ａ
の
場
合
、
人
づ
く
り
を
安
易
に
外
部
に
丸
投
げ
を

す
る
の
で
は
な
く
、「
自
分
達
で
で
き
る
こ
と
」と「
他

者
に
委
ね
る
こ
と
」
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
”人
育
て
の
常
道“
の
一

つ
と
い
え
ま
す
。
私
は
よ
く
こ
ん
な
言
葉
を
口
に
し

ま
す
。「
他
人
頼
み
で
は
人
は
育
た
な
い
」
と
。
実

際
に
よ
く
あ
る
話
と
し
て
「
人
づ
く
り
は
先
生
に
任

せ
ま
す
の
で
」
や
、「
私
共
の
Ｊ
Ａ
は
す
べ
て
農
協

学
校
に
職
員
を
派
遣
し
学
ん
で
い
ま
す
」
な
ど
の
声

を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
う
し
た
「
お

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第16回第16回

ん
ぶ
に
抱
っ
こ
」
の
事
業
所
は
総
じ
て
人

づ
く
り
は
う
ま
く
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
も
し
か
す
る
と
「
教

育
は
人
事
の
方
で
や
る
も
の
」
な
ど
と
い

う
、
管
理
者
の
考
え
方
と
一
に
す
る
よ
う

な
気
も
す
る
の
で
す
が
。
立
場
の
違
い
は

あ
っ
て
も
、
共
に
「
職
場
は
自
分
を
成
長

さ
せ
る
場
」
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
ね
。
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　10月より営業時間が下記の通り変更となります。

　※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、営業時間を変更する場合がございます。

直売所eciRからのお知らせ直売所eciRからのお知らせ

10月の営業時間　9：00 ～18：00

ＪＡへ100%就職ＪＡへ100%就職
令和4年度第2回学生募集令和4年度第2回学生募集

（令和２年度実績）（令和２年度実績）

●定員60名 ●男女共学 ●１カ年、全寮制 ●満24歳未満（令和３年4月1日現在）
●大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：12月11日･12日 ●願書受付：10月1日～11月19日消印有効
●学校見学もできます

●定員60名 ●男女共学 ●１カ年、全寮制 ●満24歳未満（令和３年4月1日現在）
●大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：12月11日･12日 ●願書受付：10月1日～11月19日消印有効
●学校見学もできます

ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校

一般財団法人　北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

一般財団法人　北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

お問合せ
資料請求
お問合せ
資料請求

【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

内
省
の
機
会
を
積
極
的
に
持
と
う

　
去
る
８
月
25
日
、
私
に
と
っ
て
は
２
度
目
に
な
る

「
自
分
塾｣

と
い
う
こ
と
で
、
若
手
の
一
般
職
員
12
名

を
対
象
に
講
義
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
受
講
す
る

彼
ら
は
入
組
を
し
、
ま
だ
10
年
に
満
た
な
い
と
は
い

え
、
各
人
が
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
を
支
え

る
貴
重
な
人
達
で
す
。
私
が
初
め
て
彼
ら
に
講
義
を

し
た
の
が
４
月
で
、
そ
れ
か
ら
４
ヶ
月
が
経
過
。
こ

の
間
に
先
輩
職
員
に
あ
た
る
サ
ム
ラ
イ
塾
１
期
生

の
、
２
年
間
の
成
果
物
と
な
る
”食
農
教
育
を
子
供

達
に“
と
い
う
大
切
な
役
割
を
経
て
の
こ
の
度
の
研

修
で
す
。
私
が
研
修
に
お
い
て
と
て
も
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
の
一
つ
に「
振
り
返
り｣

が
あ
り
ま
す
。「
内

省｣

と
言
葉
を
変
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
日
常
的
な
業
務
に
お
い
て
も
そ
う
で
す
が

「
や
り
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い｣

と
い
う
の
が
と
て
も
大

切
で
あ
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
冒
頭
、こ
ん
な
作
業
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は「
食
農
教
育
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
何
を
感
じ
、

何
を
学
ん
だ
か｣

で
す
。
そ
う
す
る
と
「
よ
い
体
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た｣

と
い
う
声
が
圧
倒
的
で
、
中

に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
す
人
も
お
り
ま
し
た
。

「『
段
取
り
八
分
』
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
事
業
に
携

わ
る
こ
と
で
改
め
て
そ
の
重
要
性
を
実
感
し
た｣

と

か
、「
子
供
達
に
ど
う
理
解
し
て
も
ら
う
か
、
そ
れ

に
苦
労
を
し
、
他
者
に
物
事
を
伝
え
る
大
変
さ
を

知
っ
た｣

な
ど
で
す
。更
に
そ
の
作
業
に
繋
い
で
行
っ

た
や
り
と
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
食
農
教
育

を
企
画
し
、
そ
れ
を
指
導
す
る
役
割
に
あ
っ
た
「
サ

ム
ラ
イ
塾
生
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て｣

で
す
。
す
る

と
「
親
切
に
教
え
て
も
ら
い
、
と
て
も
頼
り
に
な
っ

た｣

や
、
あ
る
い
は
「
も
う
少
し
対
象
に
な
る
組
合

員
さ
ん
と
の
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を｣

な
ど
で
す
。

中
に
は
「
食
農
教
育
を
何
の
た
め
に
行
う
の
か
？
そ

れ
を
も
っ
と
明
確
に
伝
え
て
欲
し
か
っ
た｣

と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た｡

で
も
こ
れ
は
企
画
し
指
導
す

る
側
の
サ
ム
ラ
イ
諸
君
に
も
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
受
け
る
側
、
即
ち
、
自
分
塾
の

諸
君
も
そ
う
し
た
疑
問
等
が
あ
れ
ば
、「
質
問
や
確

認
等
が
出
来
た
の
で
は
？｣

と
第
三
者
と
し
て
感
じ

た
も
の
で
し
た
。
な
お
、
こ
う
し
た
一
連
の
や
り
と

り
を
通
じ
て
「
子
供
達
に
肌
で
農
業
に
接
し
て
も
ら

い
、
将
来
の
夢
を
育
む
農
業
に
繋
げ
て
も
ら
う｣…

そ
ん
な
本
来
の
目
的
に
近
づ
き
、
そ
の
裏
側
で
「
子

供
達
に
教
え
て
き
た
職
員
各
人
に
と
っ
て
も
間
違
い

な
く
、
滅
多
に
な
い
と
て
も
よ
い
機
会
に
な
っ
た｣

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
教
育
と
は
共
育
で
あ

る｣…

改
め
て
そ
の
言
葉
が
持
つ
意
味
を
再
認
識
し

た
次
第
で
す
。
今
回
の
経
験
が
彼
ら
の
今
後
に
役
立

つ
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。「
成
功
も
失
敗
も

彼(

女)

達
の
成
長
の
為
に
あ
る｣…

こ
の
貴
重
な
体

験
が
そ
う
し
た
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
日
は
私
の
講
義
の
後
に
、
佐
藤
一

久
農
業
振
興
部
長
が
「
仕
事
力
を
高
め
る
新
聞
活
用

術
」
と
い
う
こ
と
で
話
さ
れ
、
私
も
聴
講
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
彼
は
現
在
の
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
が

「
ヒ
ト
」
へ
の
か
じ
を
切
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
一

人
で
も
あ
り
、
そ
の
熱
い
思
い
を
ス
タ
ー
ト
の
ひ
と

言
で
感
じ
ま
し
た
。「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
『
農

協
人
』
を
育
て
る
の
が
自
分
塾
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
。

ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が
自
分
塾
の
、
そ
し
て
こ
の
度
の

食
農
教
育
の
「
何
故
に
？
」
に
当
た
る
意
味
合
い
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
サ

ム
ラ
イ
塾
」、
昨
年
か
ら
の
「
自
分
塾
」、
あ
る
い
は

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
な
で
し
こ
塾
」
と
、

年
々
、
内
容
が
豊
富
と
な
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

で
き
ま
し
た
が
、
研
修
を
体
系
化
す
る
に
あ
た
り
重

要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
各
々
を
「
ぶ
つ
切
り
に
し
な

い
こ
と
」
で
す
。
ど
う
繋
が
り
を
持
た
せ
、
究
極
的

な
狙
い
を
実
現
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
今
回
の
食
農
教
育
は
一
つ
の
モ

デ
ル
に
な
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
貴
Ｊ

Ａ
の
場
合
、
人
づ
く
り
を
安
易
に
外
部
に
丸
投
げ
を

す
る
の
で
は
な
く
、「
自
分
達
で
で
き
る
こ
と
」と「
他

者
に
委
ね
る
こ
と
」
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
”人
育
て
の
常
道“
の
一

つ
と
い
え
ま
す
。
私
は
よ
く
こ
ん
な
言
葉
を
口
に
し

ま
す
。「
他
人
頼
み
で
は
人
は
育
た
な
い
」
と
。
実

際
に
よ
く
あ
る
話
と
し
て
「
人
づ
く
り
は
先
生
に
任

せ
ま
す
の
で
」
や
、「
私
共
の
Ｊ
Ａ
は
す
べ
て
農
協

学
校
に
職
員
を
派
遣
し
学
ん
で
い
ま
す
」
な
ど
の
声

を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
う
し
た
「
お

ん
ぶ
に
抱
っ
こ
」
の
事
業
所
は
総
じ
て
人

づ
く
り
は
う
ま
く
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
も
し
か
す
る
と
「
教

育
は
人
事
の
方
で
や
る
も
の
」
な
ど
と
い

う
、
管
理
者
の
考
え
方
と
一
に
す
る
よ
う

な
気
も
す
る
の
で
す
が
。
立
場
の
違
い
は

あ
っ
て
も
、
共
に
「
職
場
は
自
分
を
成
長

さ
せ
る
場
」
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

青果部青果部青果部青果部
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前
回
は
、
扶
養
の
意
味
と

所
得
税
法
・
健
康
保
険
法
（
社

会
保
険
）
上
の
扶
養
の
違
い

に
つ
い
て
、
解
説
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
被
扶
養
者
の

所
得
が
増
加
し
て
、
扶
養
か

ら
外
れ
る
と
ど
う
な
る
で
し

ょ
う
か
？

　
ま
ず
、
扶
養
者
に
お
い
て

は
、
各
所
得
控
除
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
（
減
る
）
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
配
偶
者
控

除
・
配
偶
者
特
別
控
除
だ
と
、

配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ
て
、

１
万
円
〜
48
万
円
の
控
除
（
住

民
税
は
、
２
万
円
〜
38
万
円
）。

扶
養
控
除
だ
と
、
被
扶
養
者

の
年
齢
や
同
居
・
別
居
等
に

よ
り
、
38
万
円
〜
63
万
円
（
住

民
税
は
、
33
万
円
〜
45
万
円
）

の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
税
負
担
は
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
？
計
算

は
意
外
と
簡
単
で
す
。
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
控
除
の
金

額
に
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
税
率
を
掛
け
て
下

さ
い
。
例
と
し
て
、
所
得
税

の
税
率
10
％
の
方
の
扶
養
控

除
38
万
円
が
無
く
な
っ
た
と

す
る
と
、
38
万
円×

10
％
＝

３
８
，０
０
０
円
（
Ａ
）＋（
Ａ
）

×
２
・
１
％
＝
約
３
８
，
７

０
０
円
の
税
負
担
が
増
え
ま

す
。
所
得
税
は
累
進
課
税
の

為
、
所
得
が
増
え
る
と
、
税

率
が
高
く
な
り
、
税
負
担
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

（
住
民
税
は
各
控
除
の
金
額
は

異
な
り
ま
す
が
、
税
率
は
所

得
に
よ
ら
ず
、
一
律
10
％
）

　
ま
た
、
給
与
規
定
に
よ
っ

て
、
家
族
手
当
や
扶
養
手
当

な
ど
が
受
給
で
き
な
く
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
事

業
者
に
よ
っ
て
規
定
は
異
な

り
ま
す
が
、
支
給
の
条
件
が

被
扶
養
者
が
各
控
除
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
場
合
も
多
い
で
す
。

　
ま
ず
、
扶
養
者
に
お
い
て

は
、
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
社

会
保
険
は
扶
養
の
人
数
に
よ

っ
て
、
負
担
す
る
保
険
料
が

変
わ
る
こ
と
が
無
い
か
ら
で

す
。
扶
養
人
数
が
０
人
で
も
、

10
人
で
も
、
被
保
険
者
の
標

準
報
酬
等
級
（
≒
毎
月
受
け

取
る
月
給
額
）
に
応
じ
た
保

険
料
を
負
担
す
る
だ
け
で
、

扶
養
加
算
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
被
扶
養
者
に
お
い

て
は
、
社
会
保
険
の
扶
養
を

外
れ
る
＝
自
身
が
被
保
険
者

と
な
り
、
社
会
保
険
、
又
は

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
社
会
保
険
料

も
自
身
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
で
は
、
実
際
、
い
く
ら
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
？
令
和
３
年
９
月
現

在
の
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

の
保
険
料
率
（
北
海
道
・
協

会
け
ん
ぽ
の
場
合
）
は
そ
れ

ぞ
れ
、
１
０
．
４
５
％
（
40

〜
64
歳
の
場
合
、
１
２
．
２

５
％
）、
１
８
．
３
０
％
、
合

計
で
２
８
．
７
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
事
業
者

と
折
半
す
る
こ
と
に
な
る
為
、

給
与
か
ら
給
与
総
額
（
社
会

保
険
の
標
準
報
酬
に
含
ま
れ

な
い
も
の
を
除
く
）
の
約
15

％
が
給
与
よ
り
天
引
き
さ
れ
、

社
会
保
険
料
と
し
て
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
を
踏
ま
え
、
こ

ん
な
に
負
担
す
る
税
金
や
社

会
保
険
料
が
増
え
る
な
ら
、

扶
養
内
の
方
が
マ
シ
と
考
え

る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り

で
は
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
所
得
税
・
住
民
税

と
社
会
保
険
料
は
稼
い
だ
お

金
の
中
か
ら
負
担
す
る
と
い

う
仕
組
み
で
あ
り
、
た
と
え

税
金
・
社
会
保
険
料
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
よ
り
多
く
稼
い
だ
方
が

手
取
り
収
入
と
し
て
は
増
え

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

一
般
的
に
は
、
給
与
収
入
で

あ
れ
ば
、
年
収
で
約
１
５
０

万
円
を
超
え
て
く
れ
ば
、
手

取
り
収
入
と
し
て
は
増
え
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
に
加
入

す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
将
来
受
け
取
る
年
金
受

給
額
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

被
扶
養
者
の
場
合
、
年
金
保

険
料
の
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん

が
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金

は
基
礎
年
金
だ
け
で
す
。
し

か
し
、
自
身
で
社
会
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
で
、
加
入
期

間
に
も
よ
り
ま
す
が
、
将
来
、

厚
生
年
金
が
年
金
受
給
額
に

加
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
保
険
か
ら
の

保
障
も
手
厚
く
な
り
ま
す
。

病
気
や
怪
我
で
働
け
な
く
な

っ
た
際
や
、
産
休
や
育
休
を

取
得
す
る
際
に
、
給
与
の
一

定
額
に
つ
い
て
の
保
障
と
し

て
、
傷
病
手
当
金
や
出
産
手

当
金
・
育
児
休
業
給
付
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
税
制
改
正

で
配
偶
者
特
別
控
除
が
改
正

さ
れ
、
配
偶
者
で
あ
れ
ば
、

合
計
所
得
が
95
万
円
以
下
（
給

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第6回第6回

扶
養
か
ら
外
れ
る
と
ど
う
な
る
か
？

与
収
入
で
あ
れ
ば
、
１
５
０

万
円
以
下
）
ま
で
は
配
偶
者

控
除
と
変
わ
ら
な
い
38
万
円

の
控
除
（
配
偶
者
が
老
人
の

場
合
、
48
万
円
）
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
、
１
番
良

い
の
は
、
世
帯
と
し
て
の
手

取
り
収
入
を
増
や
す
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
扶
養
内
で
働

く
（
稼
ぐ
）
こ
と
に
必
要
以

上
に
と
ら
わ
れ
る
と
、
結
果

的
に
そ
れ
を
減
ら
す
こ
と
に

繋
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
障
の
部
分
な
ど
、

総
合
的
な
視
点
で
、
本
記
事

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
働
き
方
な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
の
が
良
い
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

所
得
税
の
扶
養
か

ら
外
れ
る
と
・・・

社
会
保
険
の
扶
養

か
ら
外
れ
る
と
・・・
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前
回
は
、
扶
養
の
意
味
と

所
得
税
法
・
健
康
保
険
法
（
社

会
保
険
）
上
の
扶
養
の
違
い

に
つ
い
て
、
解
説
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
被
扶
養
者
の

所
得
が
増
加
し
て
、
扶
養
か

ら
外
れ
る
と
ど
う
な
る
で
し

ょ
う
か
？

　
ま
ず
、
扶
養
者
に
お
い
て

は
、
各
所
得
控
除
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
（
減
る
）
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
配
偶
者
控

除
・
配
偶
者
特
別
控
除
だ
と
、

配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ
て
、

１
万
円
〜
48
万
円
の
控
除
（
住

民
税
は
、
２
万
円
〜
38
万
円
）。

扶
養
控
除
だ
と
、
被
扶
養
者

の
年
齢
や
同
居
・
別
居
等
に

よ
り
、
38
万
円
〜
63
万
円
（
住

民
税
は
、
33
万
円
〜
45
万
円
）

の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
税
負
担
は
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
？
計
算

は
意
外
と
簡
単
で
す
。
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
控
除
の
金

額
に
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
税
率
を
掛
け
て
下

さ
い
。
例
と
し
て
、
所
得
税

の
税
率
10
％
の
方
の
扶
養
控

除
38
万
円
が
無
く
な
っ
た
と

す
る
と
、
38
万
円×

10
％
＝

３
８
，０
０
０
円
（
Ａ
）＋（
Ａ
）

×

２
・
１
％
＝
約
３
８
，
７

０
０
円
の
税
負
担
が
増
え
ま

す
。
所
得
税
は
累
進
課
税
の

為
、
所
得
が
増
え
る
と
、
税

率
が
高
く
な
り
、
税
負
担
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

（
住
民
税
は
各
控
除
の
金
額
は

異
な
り
ま
す
が
、
税
率
は
所

得
に
よ
ら
ず
、
一
律
10
％
）

　
ま
た
、
給
与
規
定
に
よ
っ

て
、
家
族
手
当
や
扶
養
手
当

な
ど
が
受
給
で
き
な
く
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
事

業
者
に
よ
っ
て
規
定
は
異
な

り
ま
す
が
、
支
給
の
条
件
が

被
扶
養
者
が
各
控
除
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
場
合
も
多
い
で
す
。

　
ま
ず
、
扶
養
者
に
お
い
て

は
、
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
社

会
保
険
は
扶
養
の
人
数
に
よ

っ
て
、
負
担
す
る
保
険
料
が

変
わ
る
こ
と
が
無
い
か
ら
で

す
。
扶
養
人
数
が
０
人
で
も
、

10
人
で
も
、
被
保
険
者
の
標

準
報
酬
等
級
（
≒
毎
月
受
け

取
る
月
給
額
）
に
応
じ
た
保

険
料
を
負
担
す
る
だ
け
で
、

扶
養
加
算
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
被
扶
養
者
に
お
い

て
は
、
社
会
保
険
の
扶
養
を

外
れ
る
＝
自
身
が
被
保
険
者

と
な
り
、
社
会
保
険
、
又
は

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
社
会
保
険
料

も
自
身
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
で
は
、
実
際
、
い
く
ら
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
？
令
和
３
年
９
月
現

在
の
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

の
保
険
料
率
（
北
海
道
・
協

会
け
ん
ぽ
の
場
合
）
は
そ
れ

ぞ
れ
、
１
０
．
４
５
％
（
40

〜
64
歳
の
場
合
、
１
２
．
２

５
％
）、
１
８
．
３
０
％
、
合

計
で
２
８
．
７
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
事
業
者

と
折
半
す
る
こ
と
に
な
る
為
、

給
与
か
ら
給
与
総
額
（
社
会

保
険
の
標
準
報
酬
に
含
ま
れ

な
い
も
の
を
除
く
）
の
約
15

％
が
給
与
よ
り
天
引
き
さ
れ
、

社
会
保
険
料
と
し
て
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
を
踏
ま
え
、
こ

ん
な
に
負
担
す
る
税
金
や
社

会
保
険
料
が
増
え
る
な
ら
、

扶
養
内
の
方
が
マ
シ
と
考
え

る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り

で
は
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
所
得
税
・
住
民
税

と
社
会
保
険
料
は
稼
い
だ
お

金
の
中
か
ら
負
担
す
る
と
い

う
仕
組
み
で
あ
り
、
た
と
え

税
金
・
社
会
保
険
料
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
よ
り
多
く
稼
い
だ
方
が

手
取
り
収
入
と
し
て
は
増
え

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

一
般
的
に
は
、
給
与
収
入
で

あ
れ
ば
、
年
収
で
約
１
５
０

万
円
を
超
え
て
く
れ
ば
、
手

取
り
収
入
と
し
て
は
増
え
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
に
加
入

す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
将
来
受
け
取
る
年
金
受

給
額
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

被
扶
養
者
の
場
合
、
年
金
保

険
料
の
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん

が
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金

は
基
礎
年
金
だ
け
で
す
。
し

か
し
、
自
身
で
社
会
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
で
、
加
入
期

間
に
も
よ
り
ま
す
が
、
将
来
、

厚
生
年
金
が
年
金
受
給
額
に

加
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
保
険
か
ら
の

保
障
も
手
厚
く
な
り
ま
す
。

病
気
や
怪
我
で
働
け
な
く
な

っ
た
際
や
、
産
休
や
育
休
を

取
得
す
る
際
に
、
給
与
の
一

定
額
に
つ
い
て
の
保
障
と
し

て
、
傷
病
手
当
金
や
出
産
手

当
金
・
育
児
休
業
給
付
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
税
制
改
正

で
配
偶
者
特
別
控
除
が
改
正

さ
れ
、
配
偶
者
で
あ
れ
ば
、

合
計
所
得
が
95
万
円
以
下
（
給

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

与
収
入
で
あ
れ
ば
、
１
５
０

万
円
以
下
）
ま
で
は
配
偶
者

控
除
と
変
わ
ら
な
い
38
万
円

の
控
除
（
配
偶
者
が
老
人
の

場
合
、
48
万
円
）
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
、
１
番
良

い
の
は
、
世
帯
と
し
て
の
手

取
り
収
入
を
増
や
す
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
扶
養
内
で
働

く
（
稼
ぐ
）
こ
と
に
必
要
以

上
に
と
ら
わ
れ
る
と
、
結
果

的
に
そ
れ
を
減
ら
す
こ
と
に

繋
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
障
の
部
分
な
ど
、

総
合
的
な
視
点
で
、
本
記
事

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
働
き
方
な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
の
が
良
い
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 

総
合
的
に
考
え
る

扶
養
か
ら
外
れ
て

も
、
悪
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
！

所　得　税 住　民　税

配偶者控除
配偶者特別控除 １～４８万円 １～３８万円

扶 養 控 除 ３８～６３万円 ３３～４５万円

税　　率 ５～４５％ １０％
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内
臓
の
強
い
痛
み
が
、
他
の
部
位
か
ら
の
神
経
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
脊
髄
に
入
る
場
合
に
生
じ
、
痛
み
が
他
の
部
位
で
起
こ
っ
た
か
の
よ
う
に
脳
が
誤
認
す
る
た
め
に

痛
み
を
感
じ
る
疼
痛
を
医
学
的
に
関
連
痛
と
表
現
し
ま
す
。

　
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
で
左
肩
が
痛
む
、
肩
こ
り
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
心
臓
だ
か
ら
左
側
に
痛
み
が
起
こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
、
右
の
肩
が
痛
む
こ
と
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
が
痛
い
、
喉
が
痛
い
顎
が
痛
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

狭
心
症
の
発
作
の
場
合
は
痛
み
の
時
間
が
短
く
五
分
か
ら
十
分
前
後
で
消
失
し
ま
す
し
、
何
か
体
に
負
荷
を
か
け
た
時
だ
け
、
肩
こ
り
、
歯
の
痛
み
が
起
こ
る
の
で
区

別
が
つ
き
ま
す
。

　
心
筋
梗
塞
の
場
合
、
肩
こ
り
、
だ
け
で
な
く
、
冷
や
汗
、
倦
怠
感
、
嘔
気
を
伴
う
こ
と
が
多
く
重
篤
感
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
た
だ
の
虫
歯
や
肩
の
痛
み
と
異
な
り
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
の
で
直
ち
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
以
前
、
心
筋
梗
塞
の
患
者
さ
ん
で
、
喉
が
痛
む
た
め
耳
鼻
科
を
受
診
し
ま
し
た
。

経
験
豊
富
な
耳
鼻
科
の
先
生
は
、
直
ぐ
に
心
筋
梗
塞
の
疑
い
あ
り
と
診
断
さ
れ
患
者
さ
ん
は
救
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
患
者
さ
ん
は
、
回
復
し
た
あ
と
で
、
あ
の
痛
み

は
喉
の
痛
み
で
胸
は
全
く
痛
く
は
な
か
っ
た
と
述
懐
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
あ
る
医
学
書
に
紹
介
さ
れ
た
例
で
は
、
み
ぞ
お
ち
が
痛
く
な
っ
た
心
筋
梗
塞
の
専
門
の
教
授
が
、
胃
の
専
門
の
教
授
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
急
性
心
筋
梗
塞
と
診

断
さ
れ
直
ぐ
に
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
受
け
救
命
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
専
門
家
で
さ
え
、
痛
み
だ
け
で
診
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
中
高
年
の
方
が
、
急
に
胃
痛
が
起
き
た
時
は
、
必
ず
心
電
図
検
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
急
性
発
症
の
腰
痛
も
注
意
が
必
要
で
す
。
中
高
年
で
い
ま
ま
で
腰
痛
の
な
い
方
が
突
然
、
腰
痛
と
な
り
、
安
静
で
も
改
善
せ
ず
、
痛
み
が
続
く
場
合
は
大
動
脈
解
離

の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
直
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
急
に
頚
部
痛
が
起
き
た
場
合
も
、安
易
に
寝
違
い
と
思
わ
ず
、直
ぐ
脳
外
科
や
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
の
あ
る
医
療
機
関
で
精
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
く
も
膜
下
出
血
や
頸
動
脈
解
離
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　
時
に
は
心
筋
梗
塞
で
頚
部
痛
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
と
め
に
な
り
ま
す
が
、
中
高
年
で
生
活
習
慣
病
を
も
っ
て
い
る
方
が
、
突
然
、
頭
頚
部
痛
、
肩
の
痛
み
、
心
窩
部
痛
、
背
部
痛
、
喉

の
痛
み
が
起
こ
っ
た
時
は
直
ぐ
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
加
え
て
、
冷
汗
や
吐
き
気
を
伴
う
時
は
、
救
急
車
を
よ
ん
で
く
だ
さ
い
。

深
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
　崎
　
　
　充

関
連
痛
に
つ
い
て
（
循
環
器
疾
患
に
関
連
し
て
）
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JAグループ北海道からのお知らせ
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

九月俳句九月俳句九月俳句

８月号の正解は
「フウリン」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　竹内　真澄　様
深 川 市　　遠藤ひろみ　様
雨 竜 町　　芳本　弘子　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

5

6

7
8
9

11
12

15

17

18

鳥・虫・魚などのメスが産むも
の。かえると子供になる。
英語で「いいえ」「いやです」
など否定の意味を持つ言葉。
平和で穏やかなこと。「○○○
維持」
そのことを職業にしている人。
本職。⇔アマチュア
よく似ていること
いつの年も。年ごと。年々。
学校の先生の中で一番上に立
つ先生
六個の線分で囲まれた図形
はっきり定まること。「○○○
○申告」
物事が出来上がるまでの事情。
「会社の○○○○」
アフリカやインドに住む、長い
鼻の大きな動物
物と物との間にわずかにあい
ている部分。気のゆるみ。

1

4
6
8

10
12
13
14

16

17

19

20
21

指で押して機械類などを作動・
停止させるためのもの
おとうさん
人工的に作られた水泳場
嘘や偽りのない心。「○○○○
をこめる」
他の考えや意見
植物の実
ねばり付くこと
漢字をもとにして日本で考え出
された音節文字
自分の手で作ること。自分で
作った物
米飯に野菜・魚介・肉などを入れ、
味付けして煮たもの。おじや。
並んでいる数の位置。「○○違
い」「○○外れ」
決まり。法律。法則。方法
人や物をそれぞれ適当な場所に
割り当てて置くこと

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切10月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和３年12月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
大
小
の
花
火
は
じ
け
る
山
の
宿
　
　
　
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
夏
痩
せ
の
様
に
解
け
ゆ
く
氷
菓
子
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
涙
よ
り
汗
こ
そ
似
合
う
甲
子
園
　
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
喜
雨
う
れ
し
地
割
れ
に
滲
み
て
行
く
朝
　
　
　
松
木
　
五
月

　
ふ
る
さ
と
の
恵
み
あ
ふ
れ
る
盆
見
舞
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
一
夜
明
け
秋
の
気
配
の
風
に
な
り
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
残
照
に
相
棒
さ
が
す
案
山
子
か
な
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
野
に
あ
り
て
大
樹
の
気
負
い
秋
桜
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
秋
蝶
と
先
を
競
い
て
丸
木
橋
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
あ
の
頃
は
家
族
十
人
か
ぼ
ち
ゃ
煮
を
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
獣
等
の
姿
ち
ら
ほ
ら
豊
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
ヘ
リ
飛
び
て
九
月
の
空
に
弧
を
描
く
　
　
　
　
中
島
　
雅
子

　
ひ
と
粒
も
こ
ぼ
さ
ぬ
よ
う
に
今
年
米
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

　
亡
き
母
に
御
無
沙
汰
詫
び
る
秋
彼
岸
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
蟋
蟀
の
闇
に
濡
れ
ゐ
て
こ
ゑ
と
ぎ
る
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
年
寄
り
の
同
じ
話
や
野
分
後
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
秋
澄
む
や
コ
ロ
ナ
飛
ば
す
よ
髪
ば
さ
り
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
長
過
ぎ
る
貨
物
列
車
や
秋
の
雨
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
小
さ
き
も
蕎
麦
一
面
に
野
を
拓
き
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
稲
刈
り
て
お
や
つ
頬
張
る
幼
き
日
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
大
吉
を
引
い
て
社
の
薄
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
赤
と
ん
ぼ
羽
音
立
て
ず
に
嫁
探
し
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

A B C D E

1 2 3 4 5

6 7

8 9 10 11

12

13 14 15

16

17 18 19

20 21

D

C

A

B E
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１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の取得について
６．固定資産の処分について
７．反社会的勢力等との取引状況について
８．マネーローンダリング等の取引状況について
９．令和3年度 第2四半期 コンプライアンス事故報

告について
10．職員の人事及び業務事故について
11．金融共済本所移転工事に係る工程表および休業期

間等について
12．金融ADR制度にかかる相談・苦情対応状況の定

期報告について
13．貸出金の貸付報告について

14．JA共済相談・苦情等対応状況に係る定期報告に
ついて

15．令和3年度　経営所得安定対策申請状況について
16．土地改良事業に係る入札執行結果について
17．令和3年産米に係る「緊急深堀り対策」の実施

状況と今後の対応について
18．令和3年度　主要農作物の生育概況について
19．令和3年産　そばの出荷状況について
20．令和2年産　種子馬鈴薯最終精算について
21．畜産物の販売実績について
22．令和3年産　うるち米・もち米全道共計概算金

について
23．青果・花き集荷販売実績について
24．令和3年肥料奨励金の支払について
25． 経済部事業実績について

議案第１号　令和３年度　上半期決算について
議案第２号　固定資産の取得について
議案第３号　給与規定の一部改正について
議案第４号　寒冷地手当の支給について
議案第５号　保護預り規定兼振替決済口座管理規定の

一部改正について

議案第６号　貸出金の貸付決定について
議案第７号　クミカン貸越極度額の変更について
議案第８号　令和３年産米の取扱いについて
議案第９号　令和３年産「玄そば・小豆・大豆」の

取扱いについて

提
出
議
案

報
　告
　事
　項

第９回理事会 〈令和３年9月1日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和３年8月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,319
94

5,716
276
939

当月末
34
0
34
0
24

脱退
14
3
47
2
4

加入
1,339
91

5,703
274
959

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和３年８月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

61,589kWh 発電電力

○累計（R2.12～R3.８）

427,581kWh
14,477kWh

4,471kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 △

97,475kWh

3,055kWh

（15） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



金融共済部 共済課からのお知らせ

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらちJA共済
お問い合わせは

（16）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち


